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	事業内容
	次世代固形燃料「バイオコークス」の開発・製造・販売

	【求める支援】
	投資融資　　　販売提携先　　

	【発表の目的】
日本全国には、森林残材や木工端材、牛ふん堆肥、生ごみや汚泥など、多くの未利用有機資源があります。一方で製造業では外国産の化石燃料への依存が続き、脱炭素と安定した燃料調達が課題となっています。

当社は、これらの地域資源を高密度固形燃料「バイオコークス」へ転換し、地域課題と産業のGXを同時に解決する事業を展開しています。

今後、原料調達・製造・販売・地域への普及をさらに加速させるため、地域の企業・自治体・販売パートナーとの連携を広げ、地域資源を活かした新たなエネルギー産業を創っていきたいと考えています。

	【ビジネスプランの概要・特徴】
ALTERNATIVE ENERGY JAPAN株式会社は、木質資源や牛ふん堆肥などの未利用バイオマスを、高温高圧成形技術により高密度固形燃料「バイオコークス」へ製造しています。
特に、牛ふん堆肥を原料としたバイオコークスの製造・販売は世界初であり、多方面から注目いただいています。
バイオコークスは、製鋼・鋳物業界では石炭コークスの代替燃料としてCO₂排出量を大幅に削減できるほか、サウナや温浴施設では薪に代わる燃料として長時間安定燃焼を実現し、燃料投入や温度管理の負担軽減にもつながるとして供給先を拡大しています。
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さらに、燃焼後の灰を農業利用するなど、地域内で資源が循環する仕組みを構築しており、「地域の課題を未来のエネルギーへ」変える循環型ビジネスモデルを展開しています。

	【現在の進捗状況・今後の展開等】
・木質バイオコークス・牛ふん堆肥バイオコークスの製造技術を確立

・サウナ施設において木質バイオコークスの実証・販売を開始
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・製鋼・鋳物業界において石炭コークス代替燃料として評価・導入を推進中

・地域の未利用資源を安定的に調達する体制を構築中

・製造設備を増強し、生産能力の拡大を計画

・東海地域を中心に販路を拡大し、全国展開を目指す

	【想定される販路】
・工業炉（製鋼・鋳物業界）への供給と、サウナ施設や温浴施設、薪ストーブユーザーを対象とした一般販売

・自治体・森林組合・畜産事業者との地域資源活用事業

・商社・エネルギー関連企業との販売提携


【　８　】　　ALTERNATIVE ENERGY JAPAN株式会社
